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研究成果の概要（和文）：本研究では大学生が英語ディスカッションでいかにして議論をするのかについて検証
し、特に論争の連鎖の開始と終了の部分に焦点を当てて分析した。論争の連鎖の開始前には論争の焦点となる意
見を聞き手が繰り返したり、why型の質問をしたりする短い連鎖が見られた。よって、ある意見のすぐ後に続く
聞き手による繰り返しやwhy型の質問は論争の連鎖の前兆である場合が多いということが示された。また、論争
の連鎖の終了部は言語的には繰り返しや短い受け入れのトークンが見られ、非言語的には視線を落としてワーク
シートを見る様子が見られた。この研究では、第二言語学習者が論争の連鎖を管理するための資源と彼等の能力
について立証した。

研究成果の概要（英文）：This project examined linguistic and paralinguistic features Japanese 
university students employ in conflict talk during English language-learning discussion tasks. 
Examining conflict sequences, analysis found that in the opening phase, in turns following arguable 
claims, the opposer initiated short sequences with repetitions and why-type questions, and these 
preceded oppositions. Repetitions and why-type questions that directly follow a speaker's claim 
adumbrate upcoming oppositions. These questions call for accounts. Moreover, conflict talk closings 
are signaled verbally when conceding parties' tokens of acceptance and repetitions are observed at 
termination, and nonverbally when participants use gaze to show the conflict talk is over. This 
contributes to conflict talk research by foregrounding the examination of opening and closing 
sequences of conflict talk. Moreover, it shows what resources are used by second language speakers 
and how their competence is revealed in interaction.

研究分野：第二言語習得、会話分析

キーワード： 外国語教育　第二言語習得　会話分析
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１．研究開始当初の背景 

今日来日する外国人観光客の増加に伴い、英

語での相互行為の機会も増えた。日本人が英

語で議論する際の特徴を理解することは異

文化間コミュニケーションで起こりうる問

題を見出すのに必要なことである。そこで本

研究では日本人の英語ディスカッションに

おける討論の連鎖を会話分析の手法を用い

て検証した。国外ではこれまでに様々な社会

的 場 面 で の 第 一 言 語 で の 討 論 の 連 鎖

(conflict talk sequence) が分析されてきた(e.g., 

Grimshaw, 1990; Hutchby, 1996)。今日で

は第二言語使用者がディスカッションの中

でいかにして議論を展開していくのかも注

目 さ れ て い る (e.g., Fujimoto, 2010; 

Dippold, 2011; Hellermann, 2009; Pekarek 

Doehler & Pochon-Berger, 2011)。しかしな

がら、これまでの多くの第二言語使用の研究

はディスカッションにおける非同意の単一

ターンに焦点を当てており、論争の元となる

発話、反対意見、それに対する反対意見とい

った討論の連鎖を検証していない。研究代表

者と研究分担者はこの研究期間以前にも日

本人学生の英語ディスカッションの分析を

行  い  (Grant-in-Aid for Scientific 

Research C No. 2352074)、その研究の中で

討論の連鎖の単一ケース分析を行い、学生達

が議論する際に駆使した言語的・非言語的資

源を明らかにし、議論というものを連鎖とし

て検証することの重要性を認識した。そこで

単一ケースではなく多くの例を観察するこ

とにより一層包括的な結果を得られるので

はないかと考えた。 

 
２．研究の目的 

この研究プロジェクトは、日本人大学生の英

語の授業内で行われるディスカッションタ

スクにおける討論の連鎖を会話分析の手法

を用いて分析することを目的とした。特に注

目しようとしたのは、学生たちが第二言語で 

ある英語を駆使して討論の連鎖をいかにし

て開始し、自らの意見を述べ、他者の意見を

支持したり、反論したりするのか、どのよう

にして討論の連鎖を終了して結論を出すの

か、ということである。 

 
３．研究の方法 

データ収集は大学のオーラルイングリッシ

ュの授業内で行われた。学生達は 3 人から 5 

人のグループに分かれ、約一時間程のディス

カッションタスクを行い、その模様をビデオ

録画した。この研究期間に収集したデータは

約 90 分であり、以前に収集したデータ 100 

分超と合わせて、約 200 分のデータを分析し

た。収集されたデータは会話分析で通常使用

される転写法に基づいてトランスクリプト

を作成し、元の録画データとトランスクリプ

トを合わせて分析した。分析は研究代表者と

研究分担者が相談しながら行ったほか、他の

会話分析研究者ともデータセッションを繰

り返し行いながら行われた。また、研究協力

者の John Hellermann 氏とも頻繁に連絡を

取ったり、訪日していただいたりなどして研

究を進めた。 

 
４．研究成果 

本研究では大学生が英語授業内のディス

カッションタスクでいかにして言語的およ

び非言語的資源を駆使して議論をするのか

について検証した。 

分析に当たって特に焦点を当てたのは論争

の連鎖の開始と終了の部分である。論争の連

鎖の開始前にはその後反論を始める聞き手が

論争の焦点となる意見を繰り返したり、 

why 型の質問をしたりする短い連鎖が見ら

れた。よって、ある意見のすぐ後に続く聞き

手による繰り返しや why 型の質問は論争の

連鎖の前兆である場合が多いということが

示された。この繰り返しや why 型の質問の為

す主要な行為は反論をする余地のある意見 



に対して十分で納得のできる根拠を求める

ことであることがわかった。 

また、論争の連鎖の終了部には言語的およ

び非言語的な特徴が観察された。言語的には

終了部に結論とみなされる意見の繰り返し

や短い受け入れのトークンが見られた。非言

語的にはうなずきや視線を落としてディス

カッションのワークシートを見つめる様子

が見られた。 

この研究では、論争の連鎖を理解するには

開始部と終了部の詳細にわたる検証が重要

であることを示した。また、第二言語学習者

が論争の連鎖を管理するための言語的およ

び非言語的資源と彼等の能力について立証

した。 
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